
　
【
概
況
】
機
械
構
造
用
炭
素
鋼

（
Ｓ
Ｃ
）
丸
棒
は
流
通
の
仲
間
向
け

需
要
の
停
滞
や
、
在
庫
水
準
が
高
い

こ
と
な
ど
か
ら
累
計
ト
ン
７
万
円
超

の
値
上
げ
達
成
に
向
け
て
逆
風
が
吹

い
て
い
た
が
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
下

期
支
給
材
価
格
が
上
期
比
で
ト
ン
４

万
円
程
度
値
上
げ
と
な
る
こ
と
か
ら

流
れ
が
変
わ
っ
た
。
棒
線
の
値
上
げ

浸
透
完
遂
に
大
き
な
プ
ラ
ス
要
素
と

な
る
見
通
し
だ
。
す
で
に
８
月
初
め

に
は
大
幅
値
上
げ
の
気
配
が
特
殊
鋼

業
界
に
漂
っ
て
い
た
。
う
ま
く
い
け

ば
一
部
主
力
流
通
が
唱
え
る
累
計
７

万
５
千
円
値
上
げ
も
10
月
初
め
に
は

浸
透
し
、
相
場
19
万
円
台
が
実
現
す

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
【
需
要
】
建
産
機
需
要
は
コ
マ
ツ

や
日
立
建
機
な
ど
大
手
は
じ
め
、
好

調
な
ユ
ー
ザ
ー
関
連
は
下
期
も
安
定

的
需
要
と
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

大
手
流
通
は
、
こ
う
し
た
有
力
建
産

機
メ
ー
カ
ー
向
け
の
仕
事
を
相
当
量

抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
急
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
る
懸
念
は
少
な
い
。
工
作

機
械
や
産
機
は
ま
だ
ら
感
が
あ
り
、

中
小
問
屋
の
景
況
は
芳
し
く
な
い
。

自
動
車
は
徐
々
に
改
善
し
て
く
る
と

さ
れ
、
関
東
主
力
の
日
産
自
動
車
や

本
田
技
研
工
業
関
連
も
ゆ
っ
く
り
と

し
た
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
【
供
給
】
メ
ー
カ
ー
の
受
注
状
況

に
は
温
度
差
が
出
る
。
建
産
機
が
主

力
の
三
菱
製
鋼
な
ど
は
あ
る
程
度
引

き
合
い
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
高

炉
系
や
大
同
特
殊
鋼
、
愛
知
製
鋼
な

ど
自
動
車
関
連
の
多
い
と
こ
ろ
は
部

品
メ
ー
カ
ー
の
在
庫
調
整
の
影
響
も

あ
り
、
生
産
回
復
は
ゆ
っ
く
り
と
し

た
も
の
に
な
る
。
半
導
体
だ
け
で
な

く
、
樹
脂
な
ど
部
品
の
不
足
も
あ
る

た
め
だ
。
よ
っ
て
生
産
の
急
激
な
増

加
に
は
業
界
の
中
で
は
懐
疑
的
な
見

方
も
あ
る
。

各
メ
ー
カ
ー
平
均
で
70
―
80
％
程
度

と
み
ら
れ
る
稼
働
率
は
こ
れ
以
上
落

と
し
た
く
な
い
と
い
う
の
が
本
音

だ
。
下
期
は
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
値

下
が
り
の
販
価
影
響
は
あ
る
だ
ろ
う

が
、
値
上
げ
浸
透
・
数
量
も
改
善
に

よ
り
上
期
比
で
な
ん
と
し
て
も
業
績

を
維
持
し
た
い
と
各
メ
ー
カ
ー
は
努

め
て
い
る
。

　
【
相
場
】
ベ
ー
ス
17
万
円
、
上
値

が
17
万
５
千
円
程
度
で
、
順
調
に
い

け
ば
10
月
ま
で
に
は
残
り
の
２
万
円

前
後
を
値
上
げ
で
き
そ
う
だ
。
下
期

後
半
は
ど
れ
だ
け
相
場
を
維
持
で
き

る
か
が
カ
ギ
に
な
る
と
見
ら
れ
る
。

主
原
料
価
格
は
変
動
し
て
い
る
も
の

の
、
諸
資
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

な
ど
物
価
ス
ラ
イ
ド
で
上
昇
し
た
負

担
は
重
く
、
メ
ー
カ
ー
は
今
後
も
強

気
の
対
応
を
通
す
と
見
ら
れ
る
。
流

通
と
し
て
も
相
場
形
成
に
緊
張
感
を

維
持
し
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
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縞
鋼
板
に
強
み
を
持
つ
日
清
鋼
業
（
名
古
屋
市
）
が
、
鋼
材

加
工
技
術
を
生
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
事
業
を

本
格
稼
働
さ
せ
た
。
９
月
か
ら
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

Ｌ
．（
イ
ソ
ル
）」
の
本
格
販
売
を
開
始
し
、
リ
ー
ス
事
業
も
開

始
し
た
。
新
規
事
業
部
門
と
し
て
昨
春
立
ち
上
げ
た
「
Ｎ
Ｇ
Ｌ

（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｎ 

Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ 
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
）」
の
大
型
案
件
第

１
号
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
格
好
で
、
同
社
の
濱
田
真
帆
副
社
長

は
「
約
１
年
半
か
け
て
よ
う
や
く
告
知
で
き
る
ま
で
の
ラ
イ
ン

に
来
た
」
と
話
す
。
月
２
│
３
台
ペ
ー
ス
で
生
産
・
出
荷
し
て

い
き
た
い
考
え
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
の
活
用
が
見
込
ま
れ

る
が
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
個
人

事
業
主
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
想
定
。
開
業
に
関
す
る
相

談
も
受
け
ら
れ
る
体
制
も
つ

く
っ
た
。

　
コ
ン
テ
ナ
は
カ
フ
ェ
な
ど

向
け
を
想
定
し
た
「
Ｃ
Ａ
Ｆ

Ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
│
Ｉ
Ｓ
Ｏ

Ｌ
．01
」と
男
の
隠
れ
家
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
「
Ｍ
ａ
ｎ
，ｓ 

ｈ
ｉ
ｄ
ｅ
ｏ
ｕ
ｔ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ

│
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
．02
」の
２
種
類
を
用
意
。
品
質
面
に
こ
だ
わ
っ
て

全
て
国
内
材
を
用
い
る
。グ
ル
ー
プ
に
は
名
古
屋
の
本
社
工
場
、

清
須
工
場
（
富
士
鋼
業
）、
群
馬
県
伊
勢
崎
市
の
北
関
東
工
場

（
三
鈴
工
業
）、
ベ
ト
ナ
ム
の
図
面
制
作
拠
点
が
あ
り
、
こ
れ
ら

全
拠
点
を
活
用
し
て
図
面
作
成
か
ら
加
工
・
組
立
を
行
う
。

　
イ
ソ
ル
の
特
徴
は
「
耐
震
性
ま
で
加
味
し
た
強
靭
な
構
造
」

「
住
宅
レ
ベ
ル
の
断
熱
性
能
を
実
現
」「
錆
に
強
く
、
風
化
し
に

く
い
」
な
ど
。
濱
田
副
社
長
は
「
鋼
材
加
工
50
年
の
信
頼
で
築

い
た
『
こ
だ
わ
り
抜
い
た
上
質
な
国
産
鉄
』
で
つ
く
っ
て
い

く
。
そ
れ
が
輸
送
用
の
船
便
コ
ン
テ
ナ
と
大
き
な
違
い
の
１
つ

だ
」
と
言
う
。
重
量
や
サ
イ
ズ
に
も
こ
だ
わ
り
、
２
・
５
㌧
弱

と
３
㌧
弱
の
２
タ
イ
プ
を
用
意
。
奥
行
２
㍍
に
し
て
４
㌧
ユ
ニ

ッ
ク
車
（
ク
レ
ー
ン
車
）
で
運
搬
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
新
規
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
た
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
事
業
の
構

想
は
、
名
古
屋
市
主
催
の
跡
継
ぎ
向
け
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
Ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｙ
ａ 

Ａ
ｔ
ｏ
ｔ
ｓ
ｕ
ｇ
ｉ 

Ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ

ｅ 
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
が
今
年
１
月
行
っ
た
新
規
事
業
計
画

プ
レ
ゼ
ン
大
会
で
優
勝
し
た
企
画
。
す
で
に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施

設
に
納
入
実
績
も
で
き
た
。
濱
田
副
社
長
は
「
我
が
社
の
持
つ

リ
ソ
ー
ス
を
全
て
活
用
し
た
新
規
事
業
と
い
う
こ
と
に
意
味
が

あ
る
。
大
量
生
産
は
で
き
な
い
が
、
よ
り
多
く
の
場
面
で
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を
込
め
る
。

お
洒
落
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
発
売

新
規
事
業
を
本
格
稼
働

日清鋼業

本格発売した「ISOL.」
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